
」R曲陽本線竜野駅

1889(明 治22)年に山陽鉄
道が姫路駅から西へ延伸した際
に開業した駅です。ただし、最
初の竜野駅は揖保川左岸の揖
保町今市に仮設され、揖保川の

架橋工事後の1890年 になつて
現在地に開業したのです。レトロな建物
が開業当時の姿を伝えています。

興味深いのは下リホーム跨線橋の支柱
です。米国製 (カーネギー社)のレール
を建設材として転用 したもので、
「⊂ARNEGIE 189」 の文字がかすかに
読みとれます。

至相生

神部小学

黍田富士

ab釜 島砧 農等の恵  (金岡」山)

豊受神社 (正條)

揖保川のすぐそば、

室津に上陸した西国

大名が通る室津街道
の脇にあります。本殿
は、一間社流造、19
世紀の建立とされて
います。

1    吏者場跡 (袋尻)

壌群 (袋尻)

揖保川町袋
尻、宝記山の

麓に、日日丸亀

藩使者場跡」
の標識があり
ます。江戸時

代、揖保川町南部―帯は龍野から転封し

た京極氏の丸亀藩に属していました。室

津に上陸した西国大名が参勤交代など

で領内を通過する際、丸亀藩の使者が待

機し、彼らを送迎する場所でした。

豊受の名は、伊勢神宮外宮の祭神と同じで、

この地域ではあまり見られない神様で魂

山陽

1976(日召不□51)イ手
の県道新設工事に伴
つて4基の古墳が発
掘されました。古墳
からは武器や馬具、

耳輪などとともに多   t
数の土器などが発掘されています。中でも3号
墳出土のミニチュアカマドセットとテ=ブルセ
ットは、全国的にも発見例の少ないものです。

埋蔵文化財センターに展示されています。

龍隆寺の境内にある平石
は円形の穴を持つており、塔
の芯柱を支える礎石 0い礎)
と考えられます。採取されて
いる古瓦から、7世紀に創建
された古代寺院があつたと

考えられます。阿番磨国風土記』は難波の浦上から

移住した阿曇氏の活躍を記しており、この金岡」山

廃寺は阿曇氏の氏寺だつたのかもしれません。
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賀茂神社 (袋尻)

袋尻と浦部、そして馬場にも

賀茂神社があります。室津賀茂
神社を中心とした信仰の広がり
がみられます。賀茂神社は京都
の上賀茂神社から勧請され、史

料によると「室塩屋御厨」として

食物や神餞 (供物)な どを貢進していました。河内地区は

室津とともに上賀茂神社の御厨だつたのです。

日吉神社 (金剛山)

江戸時代、室津街道
に面した金岡」山の一画
に高札場がありました。

高札とは、幕府や藩
の法令・禁令などを板
札に墨書し、人目に付
きやすい場所に掲示し

たものです。単に上意
を知らせるだけでなく、高札場は幕府や

藩の権威を誇示する役割も果たしていま

した。

本陣高国家 (馬場)

かつて河内地区と室津
の往来は室津街道と呼ば

れ、馬場の高西家は西国

大名などの往来に備えた

本陣を務めていました。馬

場はかつて澤村と呼ばれ、
金同」山廃寺のすぐ北に位置す  1
る神社で、一社―集落の信仰圏
をもつ金剛山の中心社です。御

祭神は、大山昨命 といい、一説
には法道仙人の倉」立とも伝承さ
れています。本殿の奥には、西坂神社、皇神社、諏訪神
社などが摂社として祀られています。

賀茂神社の信仰圏にあって、別神を祀る当社は興味
深い存在で現

江戸時代前半に馬場と改称されました。街道に面し

た本陣には樹齢500年とされるヒノキの大木があ
り、旅人の道標になつていたと伝えられています。

(現在、ヒノキは幹のみが現存、建物は非公開)
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どんぐり広場

神部小学校の裏にある「ヤッ

ホの森」登山道の入り□となる

広場です。どんぐりなどの広葉

樹や桜の木々の中で谷川や自然、

森林と触れ合う拠点になってい

ます。
また、アスレチックの設備や

丸太小屋が設置されており、子
どもたちの野外活動や地域住
民ふれあいの場となっています。

かつて黍田地区の村人たちは、

自治会所有の山の樹木で炭を

作り、業者に売つていたといい

ます。焼かれた炭は村人が背中
に背負い、現在の神部小学校の

近くまで下ろしました。そんな

時代の炭焼き窯が、今は静かな

森に残っており、山の斜面に造
られた窯と石積が当時を伝えて
います。
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河内小学校

黍田富士          きびたらじ
北から見ると三角形をした山で、「黍田富士」と0乎ばれて親しまれ
ています。標高166m。
」R山陽本線竜野駅から南へ徒歩約20分で「どんぐり広場」に着き、
「ヤッホの森」登山道入り□から約30分で頂上に到着します。頂上
には、揖保川町北東部一帯が一望できる展望台とともに、「幸せの

鐘」(鳴らせます)が設置され、森林浴と、軽登山の人気スポットです。

□

隠し田跡

昔からの言い伝えによると江戸時代、黍田周辺地区は龍野か

ら転封した京極氏、丸亀藩領でした。ヤッホの森に伝わる「隠し

田」は厳しい年貢の取り立てから逃れ、山中で米作りをした跡と

されています。谷を巧みに利用した小さな水田ですが、二棚構

造で、水路も設置されていたようです。

亀岩大展望台

黍田地区最南端の尾根に、巨石を組
み合わせた古墳の石室が露出していま

す。石室の天丼石を甲羅に見立て、通称
「亀岩」と呼ばれています。石の組み方
から、フ世紀の古墳と考えられま魂

展望台からは、瀬戸内海や家島諸島
も一望でき、絶好のビューポイントです。

春にはたくさんのツツジがあちらこちら

に咲き誇り、登山者を迎えてくれます。

横穴式の古墳

「ヤッホの森」には6世紀からフ世

紀の古墳が多数あります。中には石

室の積み石が崩れて、内部に入るこ

とができる古墳もあります。出入□

が横にあるので横穴式の古墳とも

呼ばれます。

埋葬された人たちは、かつてこの

地で活躍した有力者で、当地区を今
も見守つています。

三角点展望台

標高1933m。 河内地区およ
び南東方向に向かつてすばらし

い眺望を楽しめる。三角点とは、

精密な三角測量によつて地図な

どを作る時、基準として定めら

れた場所です。石などで標識が

設置されています。

北緯 34度48分37秒
東経 134度31分45秒
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